
星 の 子 会 則

第１章  名  称

１．本会は、茨城ＬＤ等発達障害親の会 星の子 と称する。

第２章  目  的

１．本会は、ＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）、高機能自閉症、アスペルガー症候

群など発達に障害のある子どもらに対する社会的理解と、教育、労働、生活、福祉の向上に努め、相互

の情報交換、交流を図ることを目的とする。

第３章  会  員

１．本会は、会員及び賛助会員で構成する。会員はＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠陥／

多動性障害）、高機能自閉症、アスペルガー症候群など発達に障害のある子どもをもつ親とし、

賛助会員は本会の目的に賛同する人とする。

２．会員は、本会の目的にそった諸活動を行う。２．会員は、本会の目的にそった諸活動を行う。

３．会員が退会するときは、退会届を役員に提出しなければならない。

４．会員が休会するときは、休会届を役員に提出しなければならない。

５．会員並びに賛助会員が本会の目的に添わない活動を行っていたことが明らかとなった場合、役員会で

協議し、必要な措置をとることができる。

第４章  会  費

１．会員は会費を納入しなければならない。会費については細則で定める。

２．すでに納めた会費は返還しない。

第５章  組  織

１．本会は、特定非営利活動法人全国ＬＤ親の会に加入する。

２．本会の組織を世代毎の部会に分け、それぞれの世代に適切な独立した活動を行う。ただし、地域活動

のために必要な自治体毎のグループの編成やその他の活動は妨げない。

３．世代毎の部会は、会員の子供たちの年齢構成に応じて適宜編成し、代表、副代表、事務局または会計

を置くことができる。

第６章  役  員第６章  役  員

１．本会の役員は、次のもので構成する。

① 星の子代表者、会計および総会、役員会または世代毎の部会の会員が合同で集合する全体会で

承認を受けたもの。

② その他本会の目的遂行のために置く役員。

２．役員の任期は１年とする。
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３．役員会は、役員をもって構成し、総会の議決した事項の運営に関する事項、および総会の議決を要し

ない本会の運営に関する事項について審議し、または議決する。なお、役員会には役員以外の会員も

出席することができ、意見を述べることができる。

４．代表者は必要に応じて役員会を開催することができる。

第７章  総  会

１．総会は、年１回以上開催する。

２．総会は会員をもって構成する。

第８章  役員の決定

１．代表は、総会前に代表選挙立候補受付け期間を設けて、その期間中に立候補した者に対する選挙を

総会で行い決定する。ただし、代表選挙に立候補する者がいない場合は、役員の互選により決定する。

２．代表選挙は、総会出席者の投票によるものとし、総会出席者の過半数の得票を得た者を代表者に決定

する。

３．役員の互選により代表者を決定した場合は、代表に掛かる全ての権限、責任は役員会にあるものと

する。

４．代表以外の役員は、会員の中から選任するものとし、総会、役員会または世代毎の部会の会員が合同

で集合する全体会で承認を受けるものとする。

第９章  細則の制定

１．当会会員への慶弔の意を表すための細則を定める。

２．会費納付、旅費支給、謝金に関する入出金の細則を定める。

３．細則の内容規程は、役員会にて決定する。

平成０２年４月   星の子 設立(会則制定)

平成１１年６月改定（世代毎の部会制定）

平成１２年６月改定

平成１３年７月改定

平成１４年６月改定（慶弔規定制定）

平成１６年７月改定（入出金規定制定）

平成１７年７月改定（会の名称変更）

平成１８年６月改定（会の名称変更に伴う条文改定）

（役員選出規定制定）

平成１９年６月改定（全国ＬＤ親の会との関係追加）

（役員会の性格追加）

平成２０年６月改定（会員、賛助会員の区分明確化）

平成２１年６月改定（全国ＬＤ親の会の特定非営利活動法人化に伴う名称変更）

平成２７年６月改定（休会制度）
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平成２８年６月改定（会員、賛助会員の不適切行動対処追加）

令和０元年６月改定（役員構成改定）
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